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笠岡市教育委員会１１月定例会 会議録

議事録署名委員 教育委員 東 山 琴 子

教育委員 杉 本 和 歳

会議録を調製した職員 川 口 葉 子

１ 開 会 年 月 日 令和７年１１月２１日（金） 午後３時００分

２ 場 所 笠岡市教育委員会会議室

３ 出席委員等の

氏名

教育長 大重 義法

委員 東山 琴子 西﨑 倫子 杉本 和歳

４ 欠席委員の氏名 藤谷 幸弘

５ 会議に出席した

者の職・氏名

教育部長 塚本 真一

教育総務課長 川口 葉子

学校教育課長 後藤 嘉孝

生涯学習課長 古宮 奈美子

スポーツ推進課長 重見 圭一

給食センター所長 山本 英司

教育総務課課長補佐 藤代 幸弘

６ 付議案件及び

議決状況

協議報告事項 別議案紙のとおり

７ 会議の状況 別紙のとおり

８ 閉会年月日 令和７年１１月２１日（金） 午後４時３８分
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会 議 の 状 況

１ 開 会 （大重教育長）

２ 前回議事録（定例会）の報告 （藤代課長補佐）

前回令和７年１０月定例会の会議録を報告します。１０月定例会は，令和７年１０

月１７日（金）午後１時２９分から，教育委員会会議室で開催されました。出席者は藤

谷委員，東山委員，西﨑委員，杉本委員のご出席をいただきました。審議案件はありま

せんでした。閉会は同日の午後２時１０分でした。

３ 教育長の報告（挨拶）

まずは，先般行われた教育施設の訪問では，大変お世話になりました。六島小学校

と竹喬美術館に行っていただいて，それぞれの取組の状況や成果・課題という部分も

含めてしっかり見ていただけたのではないかと思っていますので，今後の施策に是非

生かしていけたらと思っているところです。それからこの後も報告がありますが，い

きいきオープンスクールについては市内の各学校に足を運んでいただき実際の様子も

見ていただいて，色々なことを感じていただいたと思います。今後に向けてもご意見

をたくさんいただけたらと思いますので，よろしくお願いします。

さて，笠岡市教育委員会としては色々な教育課題に対して，積極的に色々な手を打

ってきています。まだまだ課題は多いけれども，色々動いていく中で手応えや成果も

出始めていると思っています。そういった中で成果をしっかり確認していきながら，

更なる課題解決に向けた打ち出しということが必要になってくると思っています。

例を挙げますと，長期欠席不登校については特に中学校で毎年減ってきていること

は折りに触れてご紹介していますが，今年度の現時点での途中経過も，中学校は昨年

度よりも更にぐっと減っている状況です。実数で言うと今月分で１０人ぐらい減って

います。それから小学校について，令和５年度で４年度と比較して大きく増えている

状況が懸念された訳ですが，令和６年度にこれが止まったということは申し上げてい

たと思います。今年度はどうかというと，小学校も中学校と同様に減ってきていま

す。ですから，そういった意味では成果が出始めていると思います。だけれども長欠

不登校については，データ上で減ったらそれで良いという訳ではないので，支援が必

要な困っている子ども達に対してどういう手を打ち続けていくか，ということが大事

な観点かと思っています。それから小学校のチーム担任制ですが，これも大分軌道に

乗ってきたと思っています。取組を始めた当初から，いわゆる学級崩壊が起きないと

か，あるいは学級経営に苦慮して休んでしまう教員が出ないという手応えはあった訳

ですが，ここにきて更に取組を進めていく中で，今はキーワードとなっていますが，

「みんなでみんなを担任する」という意識にシフトチェンジしていく中で，色々な成
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果が更に出てきています。これは子どもの姿についてもそうですし，教員の姿につい

ても大分変わってきています。例えば休みを取ったり出張に出たりということもでき

やすくなったという声もありますし，先般校長の中間面談を行いましたが，実施をし

ている学校の何校かで，具体的に時間外在校等時間が減ったということで，グラフま

で持ってきて，こんなに減りましたよと成果を示す学校も出てきています。これを始

めた当初は，どうしても細かいことを確認したり，共通理解をしていったり，そこに

時間がかかるということで時間が逆に増えてしまったという話が４月当初には出てき

ていたのですが，ここにきて時間外が減った。「２年目以降は更に減りますよ。」と，

自信を持って話す校長もいます。チーム担任制の次なる取組，成果を上げていきたい

ところとしては，教科担任制も併せてやっているので，教科の指導のクオリティが上

がっていき，授業が分かりやすくなり，学力についても結果として跳ね返ってくると

いうことを，この後しっかり展開していきたいと思っています。現に教材研究の時間

が大分減ったという声はあり，学年をまたがってはいるけれども，算数を２学年やる

とか国語をやるとか，担当教科を分けているので，教科の種類が減ることによってよ

り効率的に授業準備とか教材研究ができるようになったという声を聞いています。そ

ういった意味で成果が上がってきているし，今後の取組に期待したいと思います。更

には「たい！」のあふれる教育というキーワードで笠岡の教育を展開していますが，

本当に「たい！」があふれ始めているなと思っています。学力学習状況調査の中に

「将来の夢や目標を持っている」という調査項目があります。これが小学校の児童に

ついて，昨年度に比べて，今年度は県平均と比べて笠岡の数値が大きく上がっていま

す。そこが上がるというのはすごいことだと思っています。今は地域探究学習を始

め，どんどん子ども達が主体的に活動するという姿があふれかえっているような状況

が，色々なところで見て取れるようになってきました。そういうものが，特に小学生

の，先ほど申し上げたようなデータの上昇につながっているのはすごいことだと思っ

ています。次なる部分としては，例えば地域探究学習についても，色々なものを調べ

て色々なものが分かって，それで楽しかったねということで終わったのでは駄目だと

思います。これは学習の中でやっていることなので，普段の各教科での学びというも

のに裏打ちされた取組になっていくことが，更にそれを高めていくことに繋がってい

く。今回皆様方もオープンスクールで各学校に行っていただいて，例えば地域探究学

習を発表する場面等も見ていただいたという話も聞きますが，それがただ単に何か調

べて，それでどうだったこうだったみたいなレベルだと，そこで終わってしまうとい

うか上滑ってしまうのですね。だけれども，各教科で学んだことに裏打ちされた取組

ということになると，それが更に高まっていくし，教科の力も高まっていくというこ

とで，そこを往還させるというのが次なる取組になっていくと思っているところで

す。何点かの事例も含めてお話しさせていただきましたが，今取り組んでいることの

成果をしっかり確認していきながら，次の段階に向けてどう挑んでいくかということ
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を今後も是非力を入れていきたいと思っています。今日も色々な観点でご説明等をさ

せていただきますが，忌憚のないご意見をたくさんいただけたらと思いますので，よ

ろしくお願いします。

４ 議事録署名人の指名（東山委員，杉本委員）

５ 協議・報告

（１）笠岡市小・中学校いきいきオープンスクールの実施状況について（学校教育課）

後藤課長 笠岡市小・中学校いきいきオープンスクールの実施状況についてご報告

させていただきます。期間は原則１１月４日から７日の間の２日間という

ことで，各校の実態に応じて市内全校で実施されました。

参加者の延べ人数，昨年度との増減については，小学校については保護

者が９７２，昨年度と比べ２２人の増加，保護者以外については４０６人

ということで，４人増加です。合計１,３７８人で，２６人増加していま
す。中学校については保護者は３７３人ということで，昨年度に比べ１０

１人の増加，保護者以外の人数は２４５人で，４７人の増加，合計６１８

人で，１４８人の増加となっています。学校より報告された成果・課題等

については，簡単にご説明させていただくと，地域の方にもっと多く参加

していただくために，公民館やまちづくり協議会などの協力を得ながら，

広報活動をもっと行う工夫をしていく必要がある。教育委員の方々，放課

後デイサービス，学校運営協議会の方など，他機関や地域の方々も来校し

てくださり，学校の児童の様子を見ていただけたことも成果である。教室

や廊下，階段の掲示物などを見て，学校の教育方針や校内ルールについて

知っていただけた。チーム担任制について興味を抱かれ，チーム担任制に

ついて尋ねられる方もおられたので，今後チーム担任制の取組や成果・課

題などを定期的に発信していきたい。今年度は参観日と同時開催はしなか

った。保護者の意見として，「参観日とは違った子どもの顔が見られて良

かった」や「挨拶が気持ちよかった」。「先生の説明が分かりやすかっ

た」。「子どもが楽しそうにしていた」などの好意的な意見が多かった。一

番最後，これは中学校ですが，今年度は小学校への案内の送付，中学校体

験での告知などを行ったので，昨年度と比べ小学校の保護者の来校が増え

ました。また，学校をより知ってもらうために，行事の動画を流すなどの

工夫を行いました。オープンスクールだけでは見ることのできない行事の

様子なども知っていただけたと思います。ということで各校工夫を凝ら

し，保護者だけではなく地域の方々や色々な方に，普段の学校の様子や学

校が今重点的に取り組んでいること。学校の行事等を発信する良い機会と



５

なったと思います。安全管理という部分でも，各校で工夫が見られまし

た。また，それぞれ保護者の方・地域の方にアンケートを実施しています

ので，それを各校の取組に生かしていただけたらと思っています。

大重教育長 委員の皆様からご質問・ご意見があれば，お願いします。実際に皆様方

にも足を運んでいただいた訳ですが，いかがでしょうか。

教育委員 今ここに書かれているような感想を私も抱いたのですが，私は特に自立

応援室を各校で見させていただきました。その子その子に合った空間作り

であったり，対応の仕方であったりということをしっかりしてくださって

いるなと思いました。

その部屋に本来ならいるはずの時間にいらっしゃらないこともあって，

お聞きしたら，図書室に先生と一緒に行っていますということで，図書室

で過ごされていて安心したのですが，１人のお子さんがものを書くのが好

きな子で，自分で本を作っているのですよ。先生が表紙を作ったりとか帯

を作ったりとかいうことで，すごくやる気にも通じるのではないかと感じ

ました。

小学校と中学校で同じ名称で自立応援室をしていますということで，小

学校でここを利用していて，中学校に入っても同じ名称の方がなじみやす

いかという配慮をされているところもあって，よその学校ももし意識され

るようであれば，そういうことも参考にされれば良いのかなと感じまし

た。あとは小中一貫教育ということもあるのかと思うのですが，神島外小

学校では中学生の自主学習の成果みたいなものも貼ってあって，例えば高

学年のお子さんであったら，中学生ではこういう感じの勉強をするのだな

ということも参考になって，とても良いことだなと思いました。あとは，

中学校はあまり地域と連携ということを感じていなくて，小学校の方がす

ごくあったのですが，大島のテゴレンジャーであったりとか，金浦中学校

の地域の方に出向いてということもされていたので，そういったことがど

んどんこれから中学校でも増えてくるのではないか，増えてくれば良いな

と感じました。

大重教育長 小中学校で自立応援室の名称を同じにするというのは，これは本当に良

い試みだと思います。それから地域探究学習も，中学校といえば新吉中の

ＰＮＰ（プロジェクト新山プレゼンテーション）という印象が強く，大島

中も結構やっていますけれども，ここへ来て金浦中学校が結構地域に出て

いって，金浦と城見と陶山のそれぞれの地域に，まち協の人達にも協力し

てもらいながらしっかり入っていって，質の高い取組を行っており手応え

を感じているところです。

教育委員 授業に関しても活発な意見を言ったり，食いついている様子を見ること
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が昨年より多かったように思います。生き生きとした授業，やる気を感じ

られる授業が増えてきたと感じました。中には少ししんどそうなお子さ

ん，だるそうなお子さんもいらっしゃいましたが，そこにもきちんと先生

方が配慮されていて安心しました。

教育委員 私も小中学校へ行かせてもらったのですが，私はまず複式学級の課題な

どがどうなのかというのが気になったので，見させてもらいました。教科

は別々だけれども，図工は３・４年生か５・６年生か忘れましたが，一緒

にやっているという学校もありました。神島外小学校は編入制度があるの

で，もしできれば，今は国語と算数は別々で，各学年でやっているのだけ

れども，理科とかそういったものも，可能であったら別々の方が本当は望

んでいると言われていて。岐阜県の方はそういうのをされているところも

あるらしいのです。何故かと言うと，例えば３年生で編入してきた子がい

きなり４年生の授業を受けるとかいったことも多々起きているようで，理

解ができていないので分からないという状況もあるから，可能であったら

教科も各学年でできたら良いなというのを仰っていました。あとは個人的

に，タブレット学習を令和型の教育ということで推進している学校もある

のですけれども，私はどちらかというとタブレット学習は少し疑問があっ

て，小学校の間どれだけタブレットを使っているのかというのも気になっ

たので，色々な学校を見させてもらいました。よく使っている学校の人達

は何かそわそわしているような気がして，利用はしているけれども，基本

的に読む・書くというのも重視している学校というのは，掲示物もそうで

すが，子どもの感想でもそうですけれども，とても丁寧なイメージを抱き

ました。小学校の間は本当にタブレットでいくのかというのが，私の中で

疑問になってしまいました。

後藤課長 複式学級のことについては仰るとおり，複式を解消していくのが望まし

いと思っています。しかし全教科となるとお金も人もかなり必要になって

くるので，やはり複式は解消できるように適正化は進めていく必要があり

ます。

また，これからの子ども達は必ずＩＣＴを使う必要性が出てきます。そ

こを使いこなすためにも情報活用能力というところは，段階を追って身に

付けていかないといけないので，小学校の低学年ではこのレベル，中学年

でこのレベルという風に少しずつ積み上げていって，義務教育を終える段

階で必要な能力というものを身につけることが必要なのかと思います。そ

こはやりつつも，これまでの学習というものも大切にしていかないといけ

ないのかなと思っています。

大重教育長 複式の学校でＡ年度・Ｂ年度と年度によって教育課程をひっくり返して
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いきながら，未履修がないようにやっていくという方法があるのですが，

神島外小学校のように転入学特別制度を敷いているところについては，複

式でなかった学校から途中で転入してくる子ども達は，いきなり複式の中

に入っていくと，そこで未履修の分野が出てくるというのが問題ですが，

そこは個別に対応しているというのが現状だと思います。市教委として

は，複式はできるだけ解消していくという考え方ですが，神島外小学校に

ついては小規模で複式ではあるけれども，ここはこれを残していくという

方針ですので，今，ご指摘・ご助言をいただいたようなことを，そこにど

ういう風に反映させていくかは，考えていかないといけないと思って聞か

せていただきました。

それから二つ目に仰った部分，これはすごく大事で，一昨日学校教育課

と私で作戦会議をしたのですが，要は１時間１時間の授業，あるいは単元

のまとまりごとでどういう力をつけさせていったら良いのか，その力をつ

けさせていくために最適な教材は何なのか，最適な教具は何なのか，最適

な指導方法はどれなのかとか，どういう体制で学ばせるのが一番最適なの

かとかいう，そこを考えて戦略的に授業を組み上げていくことが重要で

す。端末を使わさなければいけないからとりあえず使わせてはいるけれど

も，こちらの意図どおりに使っていない，遊びごとで使ってるみたいな子

がいるのであったら全然意味がないですよという話なのですよね。だか

ら，１時間の授業でどういう力を身に付けなければいけないのかというこ

とが明確にあれば，どういうものを使ってどういう風にしていくかという

ことになっていくと思います。ここの部分では基礎・基本をとにかく重点

的にいかなければいけないから，何が何でも教え込んでやっていくんだと

いう部分も当然あって良い訳なので，そこを本末転倒にならないようにや

っていくというのが次なる打ち出しだろうなと思っているところです。そ

の他はありますか。

教育委員 私は仕事で行けていないので。

大重教育長 また学校の方にも遠慮なく行っていただいて，ご意見をいただけたらと

思います。

教育委員 先ほどのタブレットなのですが，保護者の方から意見を言われたのです

けれども，漢字の練習を宿題で出されて，タブレットはきちんとなぞらな

いと駄目だということがありますよね。あれが紙に書いたらきっとテスト

でも○になるレベルだけれども，良いようになぞらなかったらなかなか先

に進めなくて，子どもがイライラしたという風なことを言われたので，そ

れは逆に時間がもったいないなと聞きながら思ったのですね。だから保護

者の方にも，どういうところが無駄なのかとか良いところなのかというこ
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とを聞く機会があれば，聞いてみられたら先生の宿題の出し方も変わって

くるのではないかと思います。紙媒体の方がやりやすいとかいうことがも

しできるのならば，評価の仕方とかがやりにくくなるのかもしれないので

すが。きっとタブレットにも良さはあると思うのですよ。書き順とかもき

ちんと学べるとかきっとあるのだろうなと思うのですが，もしそれがあま

りにもしつこいほどに出てくるのであったら，子どもさんもストレスとい

うお話もありました。

後藤課長 なぞるのはかなり難しいらしいですよね。タッチペンが滑って，きちん

と止まらなかったりすると難しいところもあるので，そういう使いにくい

部分については色々なご意見を聞きながら，改善できる部分は要望できた

らと思います。

教育委員 タブレットを否定的に言われるお母さんだったのですが，例えば３年生

になって２年生や１年生のものが分からないという時は，振り返って学習

できたりするみたいですよというお話をしたら，そうなのですかというこ

とも言われていたので，タブレットの上手な使い方みたいなメリットの部

分を，保護者向けにもう一度知らせる機会みたいなものがあれば，有効利

用ができるのではないのかと思います。

後藤課長 そこは上手な活用の仕方が必要になってくるかと思いますので，学校に

よってはＡＩのドリル教材を上手に効果的に使って，成果を出している学

校が出てきているので，そこは本当に使い方なのだろうなと思います。自

分の苦手なところをやったり，得意な部分はどんどん上の学年の勉強をし

たりとか，そこを子ども達が主体的に学べるような使い方をやっていくこ

とが必要なのかもしれないと思います。

大重教育長 それでは，この項目はもうよろしいでしょうか。

教育委員 （異議なし）

（２）学校規模適正化進捗状況について（学校教育課）

後藤課長 綴じ物の紙をご覧ください。まず陶山小学校の関係ですが，１０月２０

日に城見小への陶山小学校の統合に係る準備委員会の全体会を行っていま

す。内容については統合準備委員会運営方針の説明，統合準備委員会の概

要について事務局から説明を行っています。全体会の終了後，五つの部会

のうち二つの部会，通学安全部会とＰＴＡ部会についてはこの日に部会の

方を行っています。吉田小学校関係ですが，ここも準備委員会全体会を１

０月２８日に行っています。内容は陶山小学校と同じものになっていま

す。全体会の終了後，五つの部会のうち通学安全部会と放課後児童クラブ

部会の方を行っています。
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この準備委員会で行われた内容等についての情報発信・周知方法につい

てなのですが，統合準備委員会での協議事項や決定事項については統合準

備委員会便りを作成して，各学校や保護者，地域の皆様に随時お知らせを

していく予定にしています。まず保護者の皆様には，学校からスグール配

信，各地区については，１２月の市の広報とともに回覧できるように，ま

ちづくり協議会の方に回覧を依頼しています。各地区の公民館について

は，掲示用のものを届けています。議員の方についても，議会事務局から

タブレット送信という形で通知をさせていただいています。今度は北川小

学校関係ですが，１１月４日に北部３小学校の統合に係る説明会並びに小

北中学校の今後のあり方についての意見交換会を実施しています。その質

疑応答の内容については要約したものをまとめていますので，少しお時間

をいただいて報告をさせていただきます。まず学校規模適正化計画・北川

小学校の統合の関係については，意見としては，統合後の通学に不安を感

じている保護者が多いと聞いている，その点について質問したいというこ

とで，こちらからの回答としては，距離だけでなく熱中症への配慮や子ど

もの発達段階も考慮し，地域の意見を聞きながら柔軟に決めていく方針で

ある，地域住民の理解と納得を得ながら，話し合いを通じて運行範囲を決

めていきたいと回答しています。

スクールバスの運行について，通学費の負担が必要かどうかを確認した

いということで，回答は，現在笠岡小学校や大島小学校でスクールバスを

利用している児童にバス代の負担はなく，今後も保護者負担は考えていな

いと回答しています。北川小学校を何らかの形で残せないかと考えてい

る，市内の小中学校統合がここ１年で急速に進んでいることに疑問を持っ

ている，教育的理由以外に財政的な要因があるのではないか，統廃合は北

川地区の定住人口減少に繋がるのではないかということと，新山小学校へ

の統合案について，同校が土石流警戒区域の一部に含まれているため，安

全性をどう考えているのかというご質問がありました。それについては右

側に回答していますけれども，少し長いですが，こちらの回答を読ませて

いただきます。北川小学校・新山小学校・吉田小学校の３校はいずれも児

童数が減少しており，教育活動の幅が狭まり，児童の負担も大きくなって

いる，そのため，地域からも大きな学校に統合した方が良いとの意見も出

ている，市としても北部地域の学校のあり方を検討し，３校を統合しても

児童数が急増する訳ではないが，複式学級を避けられる程度の規模を維持

できる見込みから，北部に１校は残す方針とした，学校規模適正化の基本

方針では，学校規模・通学・災害・施設管理の４観点で検討している，災

害面では，新設校の場合は災害警戒区域を避けるが，既存校を統合先とす
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る場合は安全な場所を選ぶのが難しい，笠岡市内の多くの学校が何らかの

災害想定区域に入っているため，土砂災害警戒区域に一部かかるものの，

合理性などを踏まえて新山小学校への統合案を提示した，計画は急進的な

ものではなく，令和９年度に吉田小を新山小へ，北川小は令和１２年度，

笠岡西中などは令和１７年度を目途に段階的に進める予定でいる，財政逼

迫への対応が主目的ではなく，将来の児童数の減少を見据え，子どもにと

ってより良い教育環境を整えることが目的であると回答しています。複式

学級については子どもが可哀想との見方は疑問で，異学年で学ぶことで得

られる力が大きいのではないかというご質問について，回答については，

複式学級が可哀想といった訳ではないが，児童の負担が大きく，今後笠岡

市内で複式学級が増えると，県の教員加配などの支援を十分に受けること

が難しくなると懸念している，過去の複式授業では，教師が学年を行き来

する渡り授業などで対応してきたが，限界がある，できるだけ児童の負担

を減らすためにも，より多くの子どもが集まる環境を整えることが望まし

いと考えている，と回答しています。複式学級については，地域の方から

こんな意見もありました。孫が３年前に今井地区から笠岡小学校へ統合さ

れた経験を持つ，娘によると，複式学級を行うような教育になるのなら笠

岡小学校の学区に転居したい，という保護者の声も多かったという，学校

は地域のためではなく子どものための教育機関であり，子どもに最も良い

環境を優先すべきだと考える，出身校がなくなるのはつらいが，少子化の

原因は自分達にもあり，今回の統合案はやむを得ない，という意見もあり

ました。令和１２年の小学校統合後，子ども達がどの中学校に進学するか

を聞きたいということで，回答は，新山小学校に北部３小学校が統合され

た後，北川小学校の子ども達はまず新山小学校へ通うことになる，卒業後

の進学先については，現時点で小北中学校の今後の方向性が定まっていな

いため，具体的なことは申し上げられない，ただ，ご質問のように新山・

吉田の子どもと仲良くなっても，中学校で別れるのは負担になるというご

懸念は理解しており，今後はその点も含め，地域の皆様と意見を交わしな

がら検討を進めていきたいと考えている，と回答しています。北川小学校

は令和１２年度に新山小学校へ統合される一方，吉田小学校は令和９年度

から先に新山小と一緒になるため，３年間のタイムラグが生じることに疑

問を持っている，この３年間のずれが生じる理由を知りたいという意見で

す。回答については，児童数の推移や複式化のタイミング，施設管理の観

点から，吉田小は早期に新山小へ統合する必要があるため，令和９年の実

施を提案した，北川小は当面変則複式で県の加配を受けつつ対応できるた

め，統合を令和１２年にし，急な一括統合を避けて段階的に進める判断を
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した，と回答しています。複式が解消された場合，北川小に戻れるのかと

いうことですが，要するに統合がなくなるのかということについて，今回

の統合計画はあくまで現時点での児童数の予測に基づくものであり，今後

子どもの人数が増えるなど，状況が変われば計画を見直す可能性がある，

その旨は計画書にも明記していると回答しています。

小北中学校関係です。小北中学校の存続が最善だが，もし統合が避けら

れないなら，環境が類似する矢掛町との中学校組合立を維持し，矢掛中学

校への通学を選択肢として検討すべきだという意見については，回答とし

ては，矢掛中学校との統合という意見もあったが，笠岡市民の教育は笠岡

市が責任をもって行うことが基本であると考えている，したがって，笠岡

市内の中学校で教育を受けたい，受けさせたいと思ってもらえるような魅

力ある教育環境の整備に努めていく考えであると回答しています。

９ページをご覧ください。提案として，現在の統合計画は一旦白紙に戻

し，北川小学校と小北中学校を一体化した小中一貫校を設立してはどうか

と考える。地域とともに子どもを育てる教育を実現でき，児童数の少ない

地域ならではの特色ある小中一貫教育のモデルになるのではないかと思

う，というご質問に対して，回答は，小中一貫校のご提案については，一

つの考え方として受け止めている，小中一貫校にしても，小学校での複式

学級や中学校でのクラス替え不可といった課題は解消できず，教育上のデ

メリットも大きいと考えている，そのため，現行の計画を策定した，ま

た，小北中学校については，令和１８年から１９年度ごろには全校生徒が

２０人程度となる見込みであり，今後更に減少する可能性もある，こうし

た状況を踏まえ，今後のあり方について，皆様のご意見を伺いながら検討

を進めていきたいと回答しています。全体を通して，保護者の方が多くこ

の会には参加されていましたが，統合について否定的な一部の地域の方か

らの強い発言があり，保護者の方からのご意見がほとんどないような状況

でした。全ての会が終了した後，保護者の方が何人か来られて，今日の会

は小学校の統合を行う前提で来たのに，そういう話がなかなかなかったで

すね。という声も聞こえてきました。

大重教育長 それでは，委員の皆様からご質問・ご意見があれば，お願いします。

教育委員 地域の人が，地域の繋がりが断たれるのではないかみたいなことを心配

されていますが，私はオープンスクールの時に陶山小学校に行って，陶山

小学校はもうすぐ城見小学校と統合する，掲示板を見ると地域の方とも交

流がある，校長先生にもお伝えしたのですが，統合するから地域の人と学

校との関わりはもうできないとかいうのではなくて，色々な学校が一緒に

なっても，その地域のそれぞれの良さを引き続き学校で行って，陶山地域
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の人が城見の子ども達にも地域の人にもその良さを教えるとかいうことは

可能だから，統合するから活動が減るというマイナスな意見は持たないで

欲しいというのはすごく思って，大人も学校がなくなるから寂しいではな

くて，仕方がないことなのだから，段階的に令和何年にはどれぐらい人数

が減るという風にずっと示してあるのだから。であったら，私達の地域の

人間は今後どのような形で子どもと関われば良いのか，というのを見据え

ていって欲しいなというのをすごく思っているので，それを伝えました。

大重教育長 大事な部分だと思います。本当にありがとうございます。考え方として

は，統合によって学区が広がるという考え方を持たないといけないと思い

ます。自分達が通っていた学校がなくなるから別の学区の学校に行くとい

う，今までの関わりのあった地域を置いておいてという考え方だと，良く

ないと思うのですよね。だから，学区が広がるという考え方を持つという

ことが非常に大事なのです。学校は地域と，特に公民館あたりとも密接に

連携・協力していますが，公民館の学校に協力するし，公民館の活動への

学校の協力みたいなことも今までもあったりしましたので，学区が広がっ

てその学区の中に複数の公民館があるということも今後出てきた時に，そ

こをどういう風にやっていくのかという調整を，まさにこの統合のタイミ

ングでしっかりやっていくことが非常に大事だという話を，内部でもして

いるところではあるのです。これは学校教育サイドのことだけではなく，

それこそ公民館サイドということになると生涯学習サイドの方も絡んでく

る話なので，そこをどういう風に絵を描くのかということが大切です。こ

れが変わっていくタイミングでそこを見直すということをしていかない

と，今のような声になっていると思うので，そこは私達も大事なところだ

という認識をしているところです。それでは，他の委員さん方はいかがで

しょうか。

教育委員 （なし）

（３）第２１回木山捷平文学選奨作品募集結果について（生涯学習課）

古宮課長 資料は協３－１をご覧ください。今年度の木山捷平文学選奨の募集結果

をご報告させていただきます。部門は６部門で，括弧内は昨年度の数字で

す。今年度の短編小説賞の応募数は２８６作品で，昨年度の２４４作品を

上回る応募数となっています。今月の２５日には予備選考委員会にて，あ

らかじめ予備選考委員さん２名それぞれの先生により絞り込まれた作品の

選考が行われる予定です。明けて１月１９日には本選考会というスケジュ

ールで進めていくこととしています。続いて，随筆・詩・短歌・俳句・川

柳の部門です。各部門の応募状況の傾向でいいますと，随筆部門は減，詩
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部門については小学生が大幅減，中学生が大幅増，高校生の部が大幅減と

なっています。短歌部門については小学生が減，中学生が増，一般の部は

若干減。俳句部門については小・中学生が大幅減，高校生の部が大幅増と

なっています。川柳部門については小・中学生が減，高校生の部が増とな

っています。部門によって増減があり，担当とも話をしたのですが，これ

については単純に減っている・増えているというより，それぞれの学校さ

んが色々な部門にチャレンジしているということが，年度によって違う数

字になっているのではないかと推測をしています。いずれの部分において

も，それぞれの部門の選考委員さんで順次審査を進めていただいていま

す。同じく来月の１月１５日に結果発表を予定しています。全体の部門の

表彰式は，３月１日（日）にギャラクシーホールにて表彰式を予定してい

ます。

大重教育長 委員の皆様からご質問・ご意見があれば，お願いします。

教育委員 作品がすごく増えているのは，例えば学校の授業で作ったものであった

りということなのですか。

古宮課長 直接お伺いはしていないのですが，先生方がそれぞれ力を入れていただ

いている，色々工夫してくださっている結果でこういう応募になっている

のかと思うのです。色々な分野にチャレンジできるようにということで工

夫をしていただいていると思います。すごく頑張っていただいたというの

がよく分かるようになっているので。また，作品集を持ち帰っていただい

て，しっかり先生方にも見ていただいているということです。

教育委員 学校現場の先生方も，やる気になられる方もいらっしゃるかもしれない

ですよ。

大重教育長 短編小説の作品数が今回増えていますが，いわゆる財政見直しというこ

との中で，短編小説については賞金を５０万から３０万にしたというあた

りがどう影響するかということもありますけれども，結果的には応募者数

は増えていますので，そこは影響はなかったのかと思っているところで

す。それでは，この項目は以上でよろしいでしょうか。

教育委員 （異議なし）

（４）笠岡市立図書館への国際ソロプチミスト笠岡からの寄付について（生涯学習課）

古宮課長 資料は協４－１から４－３となっています。１０月１５日に国際ソロプ

チミスト笠岡様から，読書推進のための図書購入に役立てていただきたい

ということで，笠岡市立図書館にご寄附５万円をいただきました。使途と

しては，児童書の充実のために活用させていただく予定としています。同
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団体からは長年寄附をいただいており，現在収蔵している冊数は１,１６７
冊となっています。また，こども図書館内には写真にありますように，国

際ソロプチミスト笠岡様の寄贈図書コーナーを設けており，図書購入後は

こちらのコーナーへ置かせていただく予定としています。

大重教育長 委員の皆様からご質問・ご意見があれば，お願いします。

教育委員 （なし）

（５）年末年始の休館に係る図書館サービスの変更について（生涯学習課）

古宮課長 資料は協５－１をご覧ください。例年のように年末年始に図書館が休館

しますので，利用者への対応として，１２月２日より２８日まで図書館サ

ービスを変更します。変更点は２点で，１点目は貸し出し冊数の増冊，２

点目は貸し出し期間の延長ということになっています。

大重教育長 委員の皆様からご質問・ご意見はありますでしょうか。

教育委員 （なし）

（６）笠岡市立図書館の行事等について（生涯学習課）

古宮課長 資料は協６－１から６－５までとなっています。これから年末までの５

件の行事のご紹介です。協６－１は展示「岡山のプロスポーツを応援 選

手イチオシ本」の開催についてで，岡山県立図書館企画に連携して開催す

るものです。協６－２は，毎年恒例になっている図書館で購入した雑誌の

付録の抽選会です。協６－３は，大人のための映画会の開催です。盲ろう

者の福島教授と，そのお母様の実話を描いた人間ドラマを上映することと

しています。協６－４は図書館の講座，「南海トラフ地震による災害と備

え」についてです。こちらについては岡山地方気象台より講師をお呼びし

て，南海トラフ地震の被害想定と，私達ができる防災や備えについてのお

話をいただく予定です。同時開催として，郷土館の出張展示「笠岡と災

害」を開催する予定としています。協６－５，毎年開催している幼児・児

童及び保護者向けのイベントです。おはなし玉手箱が１２月２０日となっ

ています。

大重教育長 それでは，委員の皆様からご質問・ご意見があれば，お願いします

教育委員 （なし）

（７）笠岡市立竹喬美術館の行事等について（生涯学習課）

古宮課長 資料は協７－１をご覧ください。竹喬美術館では，毎年竹喬の誕生日１

１月２０日に近い日曜日を，誕生祭として事業を開催しています。今年は

１１月２３日（日），市民会館のホワイエで，茶道連盟様のご協力により
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茶会を開催する予定としています。委員の皆様方も，ご都合がよろしけれ

ば是非お越しください。

大重教育長 ご質問・ご意見があれば，お願いします。

教育委員 （なし）

（８）その他

川口課長 当日配布の資料として，机の上に「令和６年度教育に関する事務の管理

及び執行状況の点検・評価報告書」をお配りしています。８月の定例会で

委員の皆様に案についてご協議いただき，加筆修正を行った後，１０月６

日に評価委員会を開催して，３名の評価委員の方に点検・評価についての

説明をいたしました。この度評価委員さんから総合評価をいただき，点

検・評価報告書が完成しましたので，お配りしています。総合評価につい

ては６１ページから６６ページにありますので，またご覧いただけたらと

思っています。評価委員全員から総合的に概ね達成されたという評価をい

ただいています。また，課題や改善点についてもご指摘をいただくととも

に，第三者としての視点から貴重なご意見をいただいていますので，今後

の教育行政の参考にしていきたいと考えています。

大重教育長 それでは，この件について委員の皆様からご質問・ご意見があれば，お

願いします。評価委員の皆様方から概ね達成されたと言われてはいるので

すが，中身を見ますと具体的なことも含めて色々ご示唆をいただいている

ので，今後にしっかり生かしていけたらなと思っています。それでは，委

員の皆様からはよろしいですか。

教育委員 （なし）

山本所長 給食センターから，皆様にお知らせとご相談させていただくことがあり

ます。本日お配りしている資料が２枚あるのですが，冬休みの間を使って

学校給食に伴う絵手紙を児童生徒の方に描いていただいており，例年です

と，一つのテーマに対して絵手紙が大体２千点ぐらい提出されたものの中

から，年明けに審査を行うようになっています。これまで南一平先生に審

査をお願いして，最終的なものを見ていただいたのですが，今年は体調を

崩されていて一平先生の力を借りることができなくなりました。冬休みが

明けてから学校給食週間までに間に合わせようと思うと，タイトなスケジ

ュールの中で行う必要があることから，１月１３日を締め切りとして，１

月１６日に教育委員会の日にちがあるものですから，各学年ごとで２名ず

つぐらいの作品を選んでいただきたいということで，委員の皆様のお力を

借りられないものかという相談になります。各学年の絵手紙を１２枚ずつ

こちらで厳選していますので，そこにこの絵手紙は良いなということで，
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付箋のようなものを各学年ごとで２枚ずつ貼っていただくという作業をし

ていただけないでしょうか。

大重教育長 ということですが，１月の教育委員会の時に絵手紙を実際に見ていただ

いて，教育委員の皆様方も審査委員として加わってくださらないかという

提案ですね。

教育委員 私は１月が出席できないので事前にでしたら。金・土といないので，木

曜とかに用意していただけたら行きますので。

山本所長 木曜の夕方には用意します。

大重教育長 それでは，そういう風に対応させていただくということで給食センター

の方はよろしいですか。他の委員さん方もそういう形でよろしいですか。

教育委員 （異議なし）

大重教育長 それでは，この件についてはご意見等はよろしいでしょうか。

教育委員 給食つながりでいいですか。読書習慣メニューがありましたよね。あれ

は毎年されていましたか。改めて献立を見ていたらそう書かれていて，面

白いことをされているのだなと。

山本所長 ５年度からやっていると思います。１週間ありますから５冊を選んでい

ただいて。絵本が主なのですが，絵本の中に出てくる料理の給食メニュー

を作っています。学校司書の方から各学校から本を提案してもらい，こち

らで献立を検討しているようなものです。

教育委員 とても面白くて，連携されているのだなと感じました。

山本所長 自分の学校が選んだ本が出たところは非常に反応も良く，残食率も減る

はずです。

大重教育長 今後もしっかり工夫をしていただけたらと思います。その他，事務局の

方から何かありますか。

藤代課長補佐 １２月１９日の定例会の後に，忘年会をさせていただこうと思っていま

す。１８時半から，場所は横島の若よしです。よろしくお願いいたしま

す。

大重教育長 ほかに何か。

教育委員 その他の項目を借りて質問なのですが，にじいろ認定こども園と旧北川

保育所（みのり認定こども園）が廃園になるということで，この前説明会

をされています。そのこども園に通っている保護者の方から，説明は受け

たのだけれども，人数が少ない中でずっと教育を受けていて，近隣のこど

も園に行くというのに不安を持っておられる，心配をされている保護者の

方もいるから，神外の小中学校が編入学制度があるように，こども園もそ

ういうことができないのかという意見をいただきました。発達に支援がい

る子どもさんを持つ保護者の方が相談を受けて，多いところに行かせるの
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が心配だということで，友達との関わりの中でトラブルが起きた時の対応

とか，先生達がちゃんと見てくれるかどうかという不安もあるという声を

いただいています。私はずっと笠岡の認定こども園に子ども達を通わせて

いて，中には支援のいる子ども達がいましたが，先生方もすごく丁寧に，

教育をきちんと受けていたのです。そういうのを見てきているから，その

人には一応，多いことのメリットとしては，小さい時から子ども同士が関

わっているから，子どもの特性も子どもなりに分かっているから，小学校

になってもそこをカバーしながら，お互い助け合いながら小学校生活を送

れているというメリットはある。だけれども，どうしてもデメリットとし

ては，トラブルは人数が多い分多くはなるかも知れないということは伝え

たのですが，無くなるというと不安があるから，こども園も選択できるよ

うな対策ができないのかという意見もいただきました。

大重教育長 本来でしたらこども園の方を所管しているのはこども育成課なので，こ

ども育成課の方からお答えするというのが良いと思いますが私の方からい

くらかお話しをさせていただきます。

今のお尋ねというのは，小規模の保育環境を選択できるようにできない

かということですよね。例えば小・中学校については適正化を考えて行く

時に，小規模の学校のメリットもあるということの中で，意図的に神島外

小中学校を残しています。そしてそこには転入学特別制度を敷いているの

で，市内どこからでも行けます。学区の問題についてはこども園はフリー

なので，市内どこからでもどこのこども園にも行けるので，ここが難しい

ということであれば他の園を選ぶということは当然可能です。例えば通勤

途中にあるこども園にということも可能です。そういう部分で言うと今の

ままでもどこに行くかを選ぶことはできます。だけれども小規模の方がと

いう部分に関しては，これは統合を進めていくことによって小規模なとこ

ろがだんだん無くなっていくことの中で，小規模の方が良いという子ども

達についてはどう考えているのですかということについては，我々が直に

お答えする部分ではないので，こういったご意見があるというのをこども

育成課の方に伝えていきたいと思います。

教育委員 その方の考えとしては，神外の小学校か中学校のどこか敷地内に，空き

教室はないかもしれないのですが，一部幼稚園みたいにできないのかなと

いうことは言われていて，そうしたら島の子ども達も通いやすいではない

かという意見もありました。

大重教育長 ご意見については，こども育成課の方にも伝えていきます。それでは，

他に委員の皆様方から。

教育委員 べいふぁーむマラソンについて，今回ハーフがなくなるではないです
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か。あれは我々界隈では衝撃でして，笑い事ではないぐらい皆衝撃を受け

て。それが，橋が工事中で通れないらしいのですよね。それが２月まで直

らないからコース的に難しいということを伺いました。あとは畜産業の方

がそこを通らないで欲しいというような，そういう話が出ているとかいう

話を聞きました。それを聞いたら「ああ，そうだったんだ」と納得はでき

たのですが，そういう情報はホームページにもチラシにも出ていなかった

ので，皆様は内容を削ったという印象で怒っている人が多いのですよ。な

ので，もし来年もこのまま１０ｋｍだけにするのであれば話は別ですが，

復活することも検討に入れられているのであれば，ホームページであった

らすぐ追加できるではないですか。今回はこういう事情でハーフを止めざ

るを得なかったと。あとは誘導車の話ですよね，誘導車の先頭車両と，２

０ｋｍと１０ｋｍでぶつかってしまうというトラブルもありそうだったか

らと聞きました。とにかくそこら辺の説明を入れてあげた方が良いのかな

と。調べる人もいると思うので。

重見課長 今年ハーフを止めるのは，干拓３号大橋という橋があってそこを走って

いるのですが，今年の３月のレースの時も本当は通行止めだったのです

ね。でも，車は通れないけれども人は通れるということで，車の通行止め

をしていたのをその日だけは解除してレースをしたのです。もう工事に入

ると思うのですが，今度はそれを修繕する工事に入るので，レースの時は

工事期間中になりますからハーフはできないということになりました。そ

れを載せるかどうかというのは協議はしたのですが，運営の面でもハーフ

をやるにあたって課題があるのは確かなのです。ただそれを，課題がある

からといって来年以降も止めるかどうかというのはまだはっきり決まって

いないのですね。なので止める理由というものを記載していないのです

が，これまで参加されていた方の中で，疑問とか説明不足ではないかとい

うお考えもおありでしたら，そういった理由は載せても良いかなという風

にお話を聞いて思いました。

教育委員 １０ｋｍマラソンはそこら辺にあるので，２０ｋｍは意外に少ないの

で，結構貴重で。この間私が倉敷の銀行に行って担当者と話した時に，笠

岡出身なのですね，ベイファームがあるじゃないですか，ベイファームマ

ラソンがありますねと。私が走っていることを知らないのですが，そうい

う話題が出てきて，伝えたら「えっ」みたいな顔をしていて。貴重なので

すよ。これは私の一意見のような感じですが。

教育委員 他にもハーフだから出たいとかいう方はきっといらっしゃいますもの

ね。その方達が離れていったらもったいないですよね。

重見課長 笠岡は平地なので人気があるのです。アップダウンではないのでタイム
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が上がるので。

教育委員 是非またハーフが戻ってくれば良いですね。

重見課長 今年度は橋の工事をするという物理的な面でできないので，その辺はも

う少し説明を加えた方が良いのかなと。

教育委員 あとは企業さんですが，カブトガニ駅伝，この間心配されていたのがあ

って，あれは結局どのぐらいの応募が。

重見課長 あれは１２月１日まで募集中です。

教育委員 市からは離れたのでしたか。

重見課長 スポーツ協会を中心にやるのですが，我々も事務局として関わってい

て，昨年までは太陽の広場で走っていたのですけれども，色々コストを削

減してやろうということで，今回は笠岡総合スポーツ公園の中に遊歩道的

なものがあるのですが，そこを走るということで１２月１４日に開催しま

す。

教育委員 私達もそれは行かなくて良かったですか。

重見課長 前回までは大会役員みたいな形で開会式とかにご参加いただいていたの

ですが，基本的に昨年度の事業見直しで，市が主催というか廃止というの

を打ち出しましたから，今年度からはスポーツ協会が中心で規模を縮小し

て，自分達でできる範囲でやるということになりましたので，応援に来て

いただければありがたいなと思います。

大重教育長 その他はもうありませんかね。

教育委員 （なし）

大重教育長 それでは，長時間にわたりありがとうございます。お疲れ様でした。次

回は１２月１９日ということでよろしくお願いします。以上で終わりにし

たいと思います。お疲れ様でした。


